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自立訓練（生活訓練）では、年

間計画に沿って生活力の向上や、

社会性の向上に繋げていくため

の取り組みを行っています。 

今回の調理実習では、チーズバ

ーガー、グリーンサラダ、ヨーグ

ルトチーズケーキに挑戦しまし

た‼野菜を切る係、具材をこねる

係など、調理分担を行いながら皆

さんで協力し、美味しい昼食が完

成しました‼ 

利用者間の絆も深まり、大変良

い雰囲気で活動を行うことがで

きました(^^♪ （上田 祥司）  

 

7 月 8 日(木)、七夕会を行いました。この日

のために作成した吹き流しやちょうちんなどを

付け、素敵な七夕飾りができ上がりました。皆

さんに書いてもらった短冊には、コロナウイル

ス終息を願うものや健康を願うもの、自分への

誓いを込めたものなど様々な内容が記されてい

ました。その短冊は皆さんで燃やしましたが、

これは火で浄化され煙となり、天に願いごとが

届くとされているからです。きっと皆さんの願

いが届いたのではないでしょうか☆彡 

そして、お待ちかねのデザートタイム❣ 愛香

園の梅をたっぷり使った手作りのゼリーは、最

高の味でした ♰♱♲♳♴   (椿 千枝) 
 

農林チームでは、7 月 15 日、16 日と菌

床椎茸ブロックの搬入を行いました。川本町

の椎茸榾木センターへ向かい、5,000 床も

の積み下ろし作業を行いましたが、利用者さ

んの協力のもと無事に搬入作業を終えるこ

とができました。 

これからはハウスの中で管理し、晩秋頃か

ら収穫を始め、皆様にお届けできるよう作業

に励みたいと思います。 （森原 真也） 
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令和2年度 邑智福祉振興会決算状況

（単位：円）

流動資産 336,876,067 流動負債 75,063,098

固定資産 2,291,590,738 固定負債 83,968,000

純資産 2,469,435,707

基本金 151,091,840

国庫補助金等特別積立金 906,393,379

その他の積立金 1,028,039,400

次期繰越活動増減差額 383,911,088

2,628,466,805 2,628,466,805

事業活動計算書 資金収支計算書

サービス活動収益 761,308,259 事業活動収入 764,728,314

サービス活動費用 706,019,512 事業活動支出 674,756,647

サービス活動外収益 3,420,055 施設整備等収入 4,377,961

サービス活動外費用 148,392 施設整備等支出 41,678,046

特別収益 4,377,961 その他の活動収入 34,370,237

特別費用 6,832,982 その他の活動支出 81,547,680

当期活動増減差額 56,105,389 当期資金収支差額 5,494,139

前期繰越活動増減差額 373,055,699 前期末支払資金残高 285,208,973

その他の積立金取崩額 33,750,000 当期末支払資金残高 290,703,112

その他の積立金積立額 79,000,000

次期繰越活動増減差額 383,911,088

貸借対照表

 

 

小泉照美看護師が、令和 3 年 6 月 30 日

をもちまして、愛香園を退職いたしました。 

 

大変お世話になり、ありがとうござ 

いました!! 

 新型コロナウイルス感染予防対策により、諸々の行事

等につき、例年通りに行えない状況となっております。 

ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

（令和３年 4 月１日～令和３年 7 月３１日） 

相談・要望 件数 苦情 件数 

その他 １ な し ０ 

計 １ 計 ０ 

 今回、その他に関する相談が１件ありまし

た。訴えの中には、憶測で他者を批判するよ

うな内容もあり、慎重に事実確認を行いなが

らの対応となりました。 

今後も解決手段についての検討を重ねな

がら、より良い対応を行っていきたいと思い

ます。  （苦情受付担当者 三浦 健史） 

 

近頃健康が気になり始めた私は、先輩の勧め

により「桑茶」を飲み始めました。そこでふと

気になった「桑の実」が歌詞に出てくる歌って

何だっただろう…⁇母に聞くとすぐ答えが出て

きました！童謡の「赤とんぼ」の 2 番です♪ 

<山の畑の桑の実を 小籠につんだはまぼろしか>

懐かしく、どこか切ない気持ちになりますよね。 

 変わりゆく日本の背景の中で、年齢問わず心

に響くこのような童謡が、今後も国民唱歌とし

て受け継がれていけばいいなと思います♫ 

             （大麻 知佳） 


